
ける

4. rj:1 

5. r!:i 

6.ペル…

7. 

E的
．． 

1

i

q
ふ

円

。

と日

と

）
 

噌
・

ga
f
i
、

されていたように、 ともすると

前
d
ていた。 それに ら超越するという側面があったが、社会と

して、大学を開放しようという動きが、

サル・アクセスJF支階（マーチン fトロウ）に

となる教育機会の開放j

でも イコ

なものになった。

さまざまな形態があるが、 したいのは 開放J

につ

開くものであり、

として

ともあいまって、カ

らしのなか

している。それでは、

(2002）による

し

る開放についてはどうなっているのだろうか。

であった。
~ 

令子 ば、

より開姑され、

ーマ

ている

よび

うち、

名古屋大学大学院教脊発達科学研究科教授

名吉屋大学大学院教育発達科学研究科博士課程学生

名古屋大学大学院教育発達科学研究科会修士課程学生



くないが小.1=11・

れたやそれらのうち

a) 

たむ小・

まれていて、し

して

のもとにものづくり

し

ンテストな

、
っ
コ
一
オ

カ

零

ツ
ハ
川
円

分

教
授

ツ
シ
｝

斗パー口
「
3
2
3

ノミス

コ

をおこなうほか、

ブ

している。づ、．

のな

る

’h
u
 

6 

クラスでボルト

；ま

をおこなっている。また、 おこなうなど、

している斗

tu二、

ることが分かる。

く、 してい

ること。

も対象とし、学校段階別の公開プログラム

もらうだけでなく、高校へ出かけるというより

していること。

な

ていること。

さて、こうし

ほどの間

ホームベー

になってきたり

さらに加j宝し、とりわけ

ピス面における社会貢献j詳細実施から 5年

は出前（出張）授業やオーブンキャンパス、

どの形態をとって、ごく日常的な取持

と高校側双方にいくつかの意思が考えられるが、 る

の減少であろうむ

1 ) 

アピールして少しでも多く

したいこと。

③ を踏まえ、 て、 に備えてもらうこ

と。

を

ることにより、個々

ること。

し、



I
，4
 

－4
↑
S
A
 

i
 i
 

キャ の ンストレ ヨンを通じて、

1
 

2

“
 i
 

により

は、

る。

まってくれるから、

していた

い
」

持に

と判i訴し、

し

な

持のため

なかっ

り

人口減少は、いわゆる“生き残り”戦略を

を高校・大学双方に要請したという

を国らせていると言ってよいだろう。

名i古屋大学が主導する有名な収り イ

も たこ ば、 1) 

えているように忠われる。

( 2 ) 

さて、

ースケーjレJ

しい自分との出

し
．
 

1・寸i
 

γsr （以下、

る。

、F
」ー

タトlこ

をこめ である。

けてほしいという願い

出席があった。

と太陽系のはじまりJ)

ると、以下などそうそうたる

られる

く広く 、としミう 匂Z白

ゼ り



この

ニとによ丹、

くる

にとって

して

る

主nる と

える とする Lっ

ょうっ

日

して

いることがどのよう していくかという

する

る。このブロジェクト

、13Fノ

に

l

った。

る。

ことJで、サマー

る

られし

るjような

生を

り入れ、

－佑 2003）。

とIn信号）だけでなく、

したりサマースクールはrmコースか

いて知るう

人間形成の場としての

、第4コース

る。ワークショッブ

4 : 00までの三日間という集中で、

るむ

も

ら成り、

がかりとした

(12名人

を

、第2コース

ということ

を養う

事HO:00から

られるというに作成するレポートも

( 3 ) 

サマースクールが3 より

コースJ

大

された。それに

は四つ

ゐむ

させるむ

自 ビジョン



し

いう

してそれぞれ訪問

し瓦つ

ル）Jについてい

が入として生

しミと l~I

y 

すると

よいだろう。

して開

るc

n 

つむこ

していく

し

ついては、

ス

－サマー

と ら

る。

；ま と ミと 1;1

（サマースタール）Jにおいて、

ドラマ」に関する講座を企画したc それが

ず:;i 

γ十
L

．
 

-55一一



る ちは8丹3El 

おこ会

5人と つ i:: 
~) 会j‘

キ
4m i

 

f
r
L
 ．
 

という る

i主iわれか

）と

A. 

1えしてもらうために、

一二t

B. 

、っ
ン

そ

れているむそこで、それら

ニケーシ

てい

u 

こなわれていない。し

たがって

（いわゆる ようになったむ

とし まで

をl…！＝

らtlて

るカ古、

2003）。

区別されるようになった。

ールドカマ

そして、 1990年代以降に ガンとなってくるにつれて日

点を

に、この

えるようになった f

lごIらの立明j

ため

に；ま｛氏然として至っていないC '-

した fステレオタイ

ら定義しなし

はいかなるものかむ

リップマン（1987)

を形づくっている g すなわち役によれば

してから見る」 (111頁）のであるむでは

(1993）は以下のよう

1 l::l ら成り立っていて、

とってさ

をもっという見

iゴ

は、

いる、と

とって、

うちに思い込んで

ること しいのは、 El



比べて、 ミ治、らということだけではなくて、

れるほど；乏透し 七、

らであ

J
b
 

だと判断

しかし、こうし

だけでなく、 しし

ことは、［＼iJll寺に f自 人

（エトランジょに）というもの

たのはクリステヴ

ように述べている。

れるようになって すなわち、 1-::1

Id 

1）、

ははたして正しいか、という問いかけであるc それは、

を占めるようになったいま、 El本人と

さぐりはじめたことでもあっ

矢口ろうとする取り

！三i

なかでiI 

らのアイデンテ子ティをあらためて

イベントなどを通し

に文化を

っかり

したことにはならないc

と自

という と きこと れている
、蜘

、畑山！ る

るむ

通して

白文イヒを主11る

自文化に照らして

る

臨1



とすA

ユウ）……………………………寸l国・
） ……. rjτ国・
ナ）一…・…ー，…・…… rfI r=~l • 

トワシア（ナカ

ぺヲ パスに ら 日していて、

iヒを

と自 た し、 ながら

るむ

）と

し

を

な いっ う深く ために、 と自 を 1デrt

初に スタップの自 介としてOHPシ ト1 l ) 

ア（！ご ており、 ア るよう

ib。

、、35
，J
宅
Z
E
，，ss
‘、

を目指したや としては、

ステレオタイプから自由にな

ること。

で、

ら開い

が

しかも

を出して、

。
る

を

には以下のよう

ら最後ま

日

をとった。

あり、

上がらせる。その

るj誌の鏡とす

る。 TA おこなう。

にとって何を考えていかねばならないか、につい

い、各自が考える今後の課題を明らかにする o TAは

おこな

たり



こなう

らか

いては、 レ つ なので、 ミ、あ

J
h
u
 

く

さである

念品 を しつつ自由

Ql 

Q2 

でしょうか？

くらでしょうか？

￥くらでしょうか？

( 2) と

プログラムとして は、 13: 30～ 16 : 00の言1-2時間30分で、高校生にとって

えば3時現分をぶつ通しでおこなうことになり、

ろう。そこで、大きく三場面に分けて、学習時間と

て という

第誼

る。

第I

第立

麗

るべきこと

いて、；：1=1国とベルーを中心にし

ーューカマーについて

るEl

おこない、 を高める



てにしたがっ し 3 

すA患）

A 

13 : 30 

I 

14 : 45 

14: 45 

I 5 
14 : 50 II 
I 30分
15 : 20 

15 : 20 
i発rm：多文化化する日本について

盟

15 : 50 

110分 まとめ
からの をまとめる ，¢、r、

16 : 00 

( 3 ) 

A 

B 

r i世界の民族・ El

世界地図（r：ド

CDプレーヤー

に関する倍報空間を教室に作り上げた。この教室空間は、そ

五やがおうでもテーマについて向き合わざるをえなくなる装置である。

メリカ）

一／

プロジェクター十ノtソコン トリシア作成のパワーポイント ーの

－文化）

OHP l .毒.5〕

－モン －ベル一人・ など、 TAおよ

身につける）

2〕

2005、 じめにJ をコピー） 1〕

60 



ス イ しミ 2〕

H （ネット によ；）カラ

コ 3〕

C 

（ネ、ソト rri1 mmの民旋 中華人民共和戸i成立50!r1il年記念56民政昭子…J1999 

によりカ ーコピ ；）、 れてい ） 

と3舗

( 1 ) 

けるための

した（議2-Q 1）。

ころ、もっとも

が

るかについて関心を舟

るか？Jというクイズを出

になっているほ したうえで、

については、すぐに

には五つという説もある九

である。

についても色・

る

と正解を言うと

り、 5,000と

について

かとrmうたところ、 100とか500と
ない言語もあり、絶滅しかかっている

ってもみないほ

されたわけだが、

日

く日

くにわたって、

さは無理からぬところ

るか？Jとli!Jいかけると、

ぐに返ってきたG たしかに、単純に割り

ら

り、もう一人はそン

いて

ら成る

、、む

るということは、アメリカやオーストラワアなどと比べてあまり意識されてはいな

うち漢民族人口が稔人口の約92%を占め、 55の少数民挨はわずか約 8%に過ぎないと

ためでもあろうむしかし、中国では 8%といっても 1億人を超して日本の総人口に近づ

り、実態は「少数民族」という言葉から

う

ほ
い

く

を

ー

νぜコ一ブカ

！亘！覧した
、
今
B
Sノ

ー ごと かご え」



れているむこうし

とし

(2005）は、日

ている。

i主i

i
 i
 

I
 

か主11 ておくことは

いて次のよう

を

る ま

は、

ま

ないしt つ

Fl もつため、 i主

いて、

つ。
し瓦 fr 

がい

ま

ある

の

「LI

まり、

あらゆるヰi

た、可児・能（1998）はq,国にお

ように述べていω 。

当たるとともに、

となり

J
h
u
 

し

ないのであるoJ( 4～ 5 

まえないと中程l

する上で、 rj1間

以上のように、 56から成る

さない。 El

あるが、たと

こと

ることはで

とって初耳で

ている

つ

るじしでも、中

( 2）告

さて、 る ( 5 を踏まえ、 TAの中国

I J (60分）

いく る。まず、 Q3「日

というつぶやきが

しながら

ら成り立っているという晃

間こえるが、

る。

方は、

てこなしh そこで2

も

る。

れている通りである

アイヌの伝統等に関する

ぞれがはとの文化jとするなら

るる。 って、一つ



はiニj ¥:' り、もう－・つはH と という

しミつ

よ

けで、

るようになる。

む

l土問つに

が、 El

いる。

ジル・ rj1［主1・ブイリピ

0) 

くとも10以上に

はなっていると

め

ーで、 日 してもら

6 

ないr[ij五！やベルー

つむ

ち だけなお、

で＼

なかっ

なかったG TA-

とi誤られていたので＼

る。

[I を:i!!lえ

なかったコ目、

した

も



C ブラジル・中匡I.フィリピン，ペルー…十オールドカマ
ーューカマ



〔τA孔

( 1 ）チャイナドレス

私

外i；肢はi]

いる。このドレスはもともと rji

と言う

し して、

チーパすの特後のゐつであるスリットであるむ

もそものルーツは単なるワンピースで誌なく、なんと

ボ、ンの鵠iをスリットから出す仕掛けで、あったな議ナ！？抜はl7t1tif.1!.に泌氏朕1WJ (I川口資料・民服部干1

し、やがて中［in全土を支配するに豆り、かれら

デザインが“ゆった；）”から“ぴったり”に変わったのもこの時期であ号、擦もItの近くまで

ほど高くなったり、逆に低くなったりと多様化した。このように、チャイナドレスには1l1lis:Jの

まれているむ

チャイナドレスは干しJ1設とし くなり、ウェデイ ドレスとして

とし

。チーパオの生地はも多くなっているひ

など治まあり、

いられるむ

J、

ベルベット、 、ちりめん、錦などと多く

したものが用いられるむ

など。

（マギー・チャン）は、

にな丹、チャイナドレスは

と世界中が注視した。今では、クリスチャン・デイオール、ピエール’

ブランドからもチーパオーをそチーフにしたデザ、インが発去されているほ

る

ダンなととの

｝
 

叶叫

ν
！
i
i
J
 

V
バ
吋
ノ

2
2しよーの

「
i
i
g

ペ
ハ
と

ともにレスト

したいの

An 

ト

るむ

、！mJI I省などに散在しているQ
チワン語を使吊し、

65-



かれているc もと !=I られたが、 lま らなかっ 1955 

にはロ ワ ほとん (rll i司

を しているむ

ワ ワ

モ！ したc 中 は、 ワ で500

で、

tlるほ

イ

人口

ット

あり、イ と

され、 く、

っと

と

し

けて出

りで、

あり、

連えの散を歌いながら酒

6月24～25Elにおこなわれる。

レスワングありの 2El間の祭りでは、

ともなっているむ

イ

りで、

もあり、

入口 タイ族自j台？十！と

ワン・タイ

、イ

タイ首長ジ E
川
J
F

，FF
r
L
 

、、J
I自

を

し、

って、

とも

つ。

以上

なっ

あった。

いう

〔開〕日

〔間〕日

を与えてきた。タイ

3 Elから 4El ffkJ 

とともに本吉掛げ甘い、

りがもっ

という

二二つ

りとりは以下のようなもので

にくく、まずは日本対中国と

どんなことで、びっくりしましたかc

ものを

きて、今は日

日 くいるうちに、 もだん



iこi イ ｝誌と来た後で述いま

i主！のメディアから もので、それには正し

たものもありましたややはり、自 日 El 

〔IIIJJFl どうしていま

方 iヨ ょう

しています i二i して、 ようにしま

5. 

( 1 ) 

とモン A 

てほしい（CD）。子ども

中国でヒットしているそン

さんは中留についてどんなイメージ

などすぐにたくさ

てかわいいが、

るっ

ているだろうか？

ろうか？こ

さて、

いよう

中国について「中

かし、中国

りにしてしまう

な

El 

じるむし

(boundary) しているむたとえば、 と 4
M
U
 

も

らすことは中 とっては

したい。

（サイハンジュナ）と

まれ育った。

っ？こむ

内モン

ゴγレ自

ながら、

自身はそン

中ではそン



として、中長！と LI

ところで、 rj1

ロメートルで、

してい

i
 
i
 1〆

、句崎国

し瓦

れて

まり、

られていたチワン（；！日

の山首

どもあげ

は、

マライボリネシア

（ナーシ

Jlラトン

ダイ文）、アラゼア

ング

ワ

（ナ 方

ノ

ウイ

ン

としてはサンスタリット

旧カザフ文、ウズベ夕

、うテン文字（チワ

ザフ文、ブイ

、）＼

ン い。 El

－ひらがな・カタカナの二二人十rめつ

ことになると、こうし

きなくなるの

もさまざまである。チベット仏教（チベット、モンゴル、ユイグーなど）、

るが、し

く ちてしまって、中国

（ダイ、アチャン、 ドアン、プラン、ワー）、イスラム字文（！司、 トンシャン、パオアン、ウイグル、

カザフ、ウズベ夕、キルギス、タジク、サラ、タタールなど）、さらにはアニミズム

る）やシャーマニズム信仰（呪手持者による予言や痛気治癒）も

われる日本でも仏教と神道がほとんどで、留学生を除くとイスラム教はまったくといってよいほど

昆かけないのと比べると、中国の宗教の多様性がよく ／J IJ叫む

こうし

り決められ、 されてい

る。回覧している

れているのも、そうした政策が眠られていることのゐつ

より

といえるむ

( 2) モン

さて、私の出身である内モンゴル白 し、 rj1



いう！よさであるし3 それだげにi'I

よび口

；）、

Yしやカ ミヤ し、

El 

も

び〉） る。

しつ

( 1=11, • 

がたいへん賑わうむ

し、いく

と、

ている iト の2 心寸。

さて、てつ さ

るものな イコ それは、 ちの 出たも るように思わ

れた。



もぺんー

( 1 ) 

と語 (TA口 トワシ

、－
B
U
V
 

もない、スベイ

イ

ただろうかc rj1 もない、

と少し

日 ペイみがないと思うので、スベイ

2）を見てほしし

らいしてトリシアであ

おこう c パワーポイントによって写真も

し、

っている。このLL!抵の間関

ゾンJIIの上流地域にあたり、気j誌が高く雨の惑し

広がり、

コロンピ

してみた。

！；！のペルーとなったむスペイン

共和棋のペル一

年には日

とし

る。 1990

をスローガン

っているかもしれないc

るインデイヘナ（千ンデイオ） 45%、メスティソ（混血） 37%、ヨーロッ

は、

（白人）

15%、 スペイ るが、山岳地主主の

と

ある。ベルーも多く ら成っていること ば、

国

民の81%がカトリッタで、 る。

スコはインカ

430メートルにある

スコから

インカの歴史を刻

ナスカの地上絵もみなさん

ると思う。テレ

これはベルー

た、ベルー

る。ラマ、アル）＼カ、ピクニャ、コンドル、アナコン 宇品

として、 ライムでしめたセピチェをはじめ、

トフともいえるサンコチャド、あるいはロモ・サルタド、な

好みにも合うむ

川口
、



( 2）自

く下 、 ,v したのが日系人の

のアメリカ

の[I uu 

z
，ELr
 

ものはペルーEl

メンバーであるむ例え

福 同 な むこう

し

いろな日

クが強i孟！なものになっているむペル…のEl

うむ例えばお正Jiにもち作りをし、；更に：夏祭司を行うなどという

それらは[ltftを超えて日本文化を謎ヰえする詮重な機会となっている

また、ベルーのEl本入学校についても触れておこう。「1）マ日本入学校jは「リマ日

ゼ

7入、

が、というスタップである と同じようなカリキュラム

・スペイン語（避1時間）の語学学習が特般的である。

してのやりとりでは、日本・ペルー・中国のEl
ー

、

ケ
て

三

段、ご

、
コ
λ

、々 る



7. 

( 1 ) と

いといけないか？J 

して、

ことJ、

uすべ

t :J にどんなこと
、，
、白骨

ていかな

1:, に

ふ
j
F

叶

H
H
d

z
f
 

し

としミ うしたやりとりのなかでもっとも

トラブル

うし

るむあ
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じるのは
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ること

ができなかったので、この点につい しておこう。

ましいものといっ
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なこと
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イデンティティをもたら
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にとっては、 る。
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り越えていくのか、

ろう。したがって、
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したレポートか
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ない、
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ること均三で

；） 

しそれ

ら



いな つ。
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Class" at universities has come to stay for the number of 

school students in This openness at universities 

For universities, it 

more information about the 

motivates their students to prepare for 

students by providing them with 

methods. For high schools, it 

the students more information so 

can make better choices when which universitiesぬwhich

This paper reports on a trial seminar二 in the World and 

。ffer℃dto senior school students as a summer open class by the at 。f
Education, school students often learn about international 

in their schools but 

Therefore this seminar focuses on 

on 

it with race and 

in the world and 

students had a口、 to take this seminar on a of summer 

vacation in 2006. The seminar was two hours and 

lectures. The first lecture was on the m 

into1three different 

which has not been the central 

concern among 

The second lecture 

because of the notion that Japanεse society 1s 

information on ethnicity in China and Peru 

to be uniform. 

talks from three 

and 

discuss 

students. These 

The third lecture gave the 

in the world and At one 

assistants from Han, 

of this seminar an 

in the discussion. a senior 

student raised the subject of the cultural conflicts. The 

that conflicts are understandable as there are different ethnic groups 
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to 

school 

student 
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Graduate Stud日1tof Doctor・Course,Graduate School of Education and Human Development Nagoya 
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China but overall it is peaceful among the Chinese 

Class”should be analyzed closely in terms of students’academic abilities and the 

cun‘iculum at school and 

so, the education and 

school teachers and 111 

school education would be connected. 




